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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラスの全重量のパーセントとして表される含有量で、以下：
　　ＳｉＯ２　　５５～８５％
　　Ａｌ２Ｏ３　　０～３０％
　　Ｂ２Ｏ３　　０～２０％
　　Ｎａ２Ｏ　　０～２５％
　　ＣａＯ　　０～２０％
　　ＭｇＯ　　０～１５％
　　Ｋ２Ｏ　　０～２０％
　　ＢａＯ　　０～２０％
　　全鉄（Ｆｅ２Ｏ３の形態で表される）　　０．００２～１％
を含む組成を有し、
　前記組成が、前記ガラスの全重量に対する重量パーセントとして、
　　－　０．００１％～０．５％の範囲のクロム（Ｃｒ２Ｏ３の形態で表される）含有量
、
　　－　０．０００１％～０．５％の範囲のコバルト（Ｃｏの形態で表される）含有量、
　　－　０．０００３％～０．５％の範囲のセレン（Ｓｅの形態で表される）含有量
を含むこと、
　前記組成が、Ｆｅ２Ｏ３≦７＊Ｃｒ２Ｏ３を含むこと、
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　ならびにＴＩＲ４＞ＴＬＤ４を有することを特徴とし、
　ＴＩＲ４は、７８０～２５００ｎｍの波長範囲に対するＩＲ透過であり、かつＴＬＤ４
は、３８０～７８０ｎｍの波長範囲に対する、２°の立体観測角において、発光物Ｄ６５
を用いての光透過であり、それぞれが、％で表され、かつ４ｍｍのシート厚さに対して、
ＩＳＯ　９０５０規格に従う、ガラスシート。
【請求項２】
　前記組成が、０．００２≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．３％のような全鉄含有量を含むことを特徴
とする、請求項１に記載のガラスシート。
【請求項３】
　前記組成が、０．００２≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．０６％のような全鉄含有量を含むことを特
徴とする、請求項１または２に記載のガラスシート。
【請求項４】
　前記組成が、０．００２≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．０４％のような全鉄含有量を含むことを特
徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載のガラスシート。
【請求項５】
　タッチ表面を画定する、請求項１～４のいずれか一項に記載の少なくとも１つのガラス
シートを含む、タッチスクリーンまたはタッチパネルまたはタッチパッド。
【請求項６】
　本質的にガラスシート内部を伝搬する赤外線を使用するデバイスにおける、請求項１～
４のいずれか一項に記載のガラスシートの使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高い赤外線透過を示すガラスシートに関する。
【０００２】
　したがって、本発明によるガラスシートを、サイズが多少大きいパネルを必要とし、か
つ主要表面を通して、またはそれらの端縁から出発してのいずれかで、前記パネルを通し
て赤外線の非常に良好な透過を必要とする技術を使用するいずれのデバイスにおいても有
利に使用することができる。
【０００３】
　例えば、本発明によるガラスシートは、前記シートの表面上での１つ以上の対象（例え
ば、指または針）の位置を検出するために、平面散乱検出（ｐｌａｎａｒ　ｓｃａｔｔｅ
ｒ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）（ＰＳＤ）またはフラストレーテッド・トータル・インターナ
ル・リフレクション（ｆｒｕｓｔｒａｔｅｄ　ｔｏｔａｌ　ｉｎｔｅｒｎａｌ　ｒｅｆｌ
ｅｃｔｉｏｎ）（ＦＴＩＲ）技術と呼ばれる光技術（またはガラスの端縁においてＩＲ線
を使用するいずれかの他の技術）を使用するタッチスクリーンまたはタッチパネルまたは
タッチパッドにおいて都合よく使用することができる。また結果的に、本発明は、本質的
に内部の前記シートを伝播する赤外線を使用するデバイスにおける、そのようなガラスシ
ートの使用に関する。
【０００４】
　最後に、本発明は、そのようなガラスシートを含んでなるタッチスクリーン、タッチパ
ネルまたはタッチパッドにも関する。
【背景技術】
【０００５】
　ＰＳＤおよびＦＴＩＲ技術によって、安価であり、かつ薄型でありながら比較的大きな
タッチ表面（例えば、３～１００インチ）を有し得る複数検出タッチスクリーン／タッチ
パネルを得ることが可能となる。
【０００６】
　これらの２つの技術には、
（ｉ）例えば、１つ以上の端縁から出発する赤外線に対して透明である基板へのＬＥＤに
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よる赤外（ＩＲ）線の注入；
（ｉｉ）全反射の光学現象を介して、（次いで、導波管として作用する）前記基板内部で
の赤外線の伝播（放射線は基板から「出ない」）；
（ｉｉｉ）全方向における放射線の散乱による局所的混乱を生じる、いずれかの対象（例
えば、指または針）との基板の表面の接触（偏向された光線のいくつかは、したがって、
基板から「出る」ことが可能である）
が関与する。
【０００７】
　ＦＴＩＲ技術では、偏向された光線は、タッチ表面の反対側の基板のより低い表面にお
いて赤外光スポットを形成する。これらは、デバイスの下に位置する特別なカメラによっ
て見られる。
【０００８】
　ＰＳＤ技術自体は、その一部分に関して、段階（ｉ）～（ｉｉｉ）に続く２つの追加的
な段階：
（ｉｖ）基板の端縁において得られたＩＲ線の検出器による分析；および
（ｖ）検出される放射線から出発して、表面と接触する対象の位置のアルゴリズムによる
計算
が関与する。この技術は、特に、米国特許出願公開第２０１３／０２１３００Ａ１号明細
書に明示される。
【０００９】
　基本的に、ガラスは、その機械的特性、その耐久性、その引掻きに対する耐性、および
その光学的透明性の結果として、およびそれが化学的または熱的に強化可能であるため、
タッチパネルのための選択材料である。
【００１０】
　ＰＳＤまたはＦＴＩＲ技術のために使用され、かつ非常に大きい表面を有し、したがっ
て、比較的大きい長さ／幅を有するガラスパネルの場合、注入したＩＲ線は、長い光路長
を有する。したがって、この場合、ガラスの材料によるＩＲ線の吸収は、タッチパネルの
感応性に有意に影響し、次いで、パネルの長さ／幅が、望ましくないことに減少し得る。
ＰＳＤまたはＦＴＩＲ技術のために使用され、かつより小さい表面を有し、したがって、
注入したＩＲ線の光路長がより短いガラスパネルの場合も、ガラスの材料によるＩＲ線の
吸収が、特にガラスパネルを組み込むデバイスのエネルギー消費に影響を及ぼす。
【００１１】
　したがって、これに関して、赤外線に対して高度に透明であるガラスシートは、表面が
大きい場合、全タッチ表面上での無傷または十分な官能性を保証するために、非常に有用
である。特に、１ｍ－１以下の、一般にこれらの技術で使用される７８０～１２００ｎｍ
（より特には、８５０～１０５０ｎｍ）の波長範囲の吸収係数を有するガラスシートが理
想的である。
【００１２】
　さらにまた、赤外線に対して高度に透明、可視領域において透明、またはわずかに着色
から強く着色した、実際には不透明でさえあるガラスシートは、サイズが多少大きいパネ
ルを必要とし、かつ主要表面を通して（次いで、光路長はシートの厚さに相当する）、ま
たはそれらの端縁から出発してのいずれかで、前記パネルを通して赤外線の非常に良好な
透過を必要とする技術を使用する他のデバイスにおいても非常に有用であることが証明さ
れる。
【００１３】
　赤外線領域（および可視領域）において高い透過を得るためには、低鉄ガラスを得るた
めに、ガラス中の鉄の全含有量（当該分野における慣例に従って、Ｆｅ２Ｏ３に換算して
示される）を低下させることが知られている。ケイ酸塩型のガラスは、鉄を常に含んでな
る。これは、使用される大部分の出発材料（砂、石灰石、ドロマイトなど）において、鉄
が不純物として存在するためである。鉄は、第二鉄Ｆｅ３＋イオンおよび第一鉄Ｆｅ２＋
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イオンの形態でガラスの構造中に存在する。ガラス上での第二鉄Ｆｅ３＋イオンの存在は
、低波長可視光のわずかな吸収、および近紫外線領域（３８０ｎｍを中心とする吸収帯）
におけるより強い吸収に関与し、一方、第一鉄Ｆｅ２＋イオン（酸化物ＦｅＯとして表示
されることもある）の存在は、近赤外線領域（１０５０ｎｍを中心とする広吸収帯）にお
けるより強い吸収をもたらす。したがって、全鉄含有量（両形態）の増加は、可視領域お
よび赤外線領域における吸収を強調する。さらにまた、第一鉄Ｆｅ２＋イオンの高濃度は
、赤外線領域（特に、近赤外線領域）における透過で減少をもたらす。しかしながら、全
鉄含有量のみを影響することによって、タッチ用途のために十分に低い７８０～１２００
ｎｍの波長範囲における吸収係数を達成するためには、このような全鉄含有量の著しい減
少が必要とされるが、（ｉ）非常に純粋な出発材料（これは十分純粋に存在しないことさ
えもある）が必要とされるため、非常に高い生産コストがもたらされるか、あるいは（ｉ
ｉ）製造問題（特に、炉の早期摩耗および／または炉でガラスを加熱することの困難）を
提示するかのいずれかである。
【００１４】
　さらにガラスの透過を増加させるために、ガラスに存在する鉄を酸化させること、すな
わち、第二鉄イオンの含有量のために、第一鉄イオンの含有量を低下させることも既知で
ある。ガラスの酸化の程度は、その酸化還元によって与えられ、ガラスに存在する鉄原子
の全重量に対するＦｅ２＋原子の重量による比率（Ｆｅ２＋／全Ｆｅ）として定義される
。
【００１５】
　ガラスの酸化還元を低下させるために、バッチの出発材料に酸化成分を添加することが
既知である。しかしながら、大部分の既知の酸化剤（硫酸塩、硝酸塩など）は、特にＦＴ
ＩＲまたはＰＳＤ技術を使用するタッチパネル用途のために所望のＩＲ透過値を達成する
ためには十分に強くない酸化動力を有するか、または極端に多い量で添加されなければな
らないため、例えば、コスト、製造プロセスとの不適合性などの副次的な不都合が生じる
。
【００１６】
　そのうえ、多少強く着色するか、または不透明でさえあるガラスシートを得るために、
実質的に一般的な解決策は、鉄が非常に有効であり、かつ安価な着色剤であるため、比較
的多量の鉄をベースとするガラス組成を使用することである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明の目的は、その実施形態の少なくとも１つにおいて、高い赤外線透過を有するガ
ラスシートを提供することである。特に本発明の目的は、特に７８０～１２００ｎｍ、よ
り特には、８５０～１０５０ｎｍの波長範囲において、高い近赤外線透過を有するガラス
シートを提供することである。
【００１８】
　本発明の別の目的は、その実施形態の少なくとも１つにおいて、非常に良好な赤外線透
過を有しながら、選択される用途および／または市場要求のために適切な魅力／色／不透
明度を有するガラスシートを提供することである。
【００１９】
　本発明の別の目的は、その実施形態の少なくとも１つにおいて、特に、本質的に内部の
前記シートを伝播する赤外線を使用するデバイスにおける価値を強化可能であるガラスシ
ートを提供することである。
【００２０】
　本発明の別の目的は、その実施形態の少なくとも１つにおいて、大サイズのタッチスク
リーン、タッチパネルまたはタッチパッドのタッチ表面としてそれが使用される場合、タ
ッチ機能の感応性の損失がないか、またはほとんどないガラスシートを提供することであ
る。
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【００２１】
　本発明の別の目的は、その実施形態の少なくとも１つにおいて、より適度の径のタッチ
スクリーン、タッチパネルまたはタッチパッドのタッチ表面としてそれが使用される場合
、デバイスのエネルギー消費に好都合であるガラスシートを提供することである。
【００２２】
　最終的に、本発明の別の目的は、製造のために安価である高い赤外線透過を有するガラ
スシートを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　本発明は、ガラスの全重量のパーセントとして表される含有量で、以下：
　　ＳｉＯ２　　５５～８５％
　　Ａｌ２Ｏ３　　０～３０％
　　Ｂ２Ｏ３　　０～２０％
　　Ｎａ２Ｏ　　０～２５％
　　ＣａＯ　　０～２０％
　　ＭｇＯ　　０～１５％
　　Ｋ２Ｏ　　０～２０％
　　ＢａＯ　　０～２０％
　　全鉄（Ｆｅ２Ｏ３の形態で表される）　　０．００２～１％
を含み、ガラスの全重量に対する重量パーセントとして、
　　－　０．００１％～０．５％の範囲のクロム（Ｃｒ２Ｏ３の形態で表される）含有量
、
　　－　０．０００１％～０．５％の範囲のコバルト（Ｃｏの形態で表される）含有量、
　　－　０．０００３％～０．５％の範囲のセレン（Ｓｅの形態で表される）含有量
を追加的に含む組成を有し、
　ＴＩＲ４＞ＴＬＤ４を有する、ガラスシートに関する。
【００２４】
　したがって、本発明は、提起される技術的問題を解決することが可能となる、完全に新
規かつ創意に富んだアプローチに基づく。これは、本発明者らが、鉄ベースのガラス組成
において、特定の含有量の範囲内で、クロム、コバルトおよびセレンを組み合わせること
によって、驚くべきことに、および有意に、ＩＲ領域（特に７８０～１２００ｎｍの波長
範囲）におけるその透明度を改善しながら、目標とされる用途の機能および／または市場
要求として、ガラスシートの可視領域における魅力、色、透明度／不透明度を容易に調節
することが可能であることを実証したからである。したがって、本発明者らは、特に、ガ
ラス組成において、特定の含有量の範囲内で、クロム、コバルトおよびセレンの低～中程
度の含有量を組み合わせることによって、ＩＲ線を高度に透過し、可視領域において高度
に透明であり、多くの用途において非常に要求の高い美的に「中性の」色を有するガラス
を得ることが可能であることを発見した。クロム、コバルトおよびセレンの含有量の他の
範囲において、本発明者らは、ＩＲ線の高い透過を得ながら、可視領域（他の用途のため
に多くの需要がある）をあまり透過しないか、または非常にわずかに透過する、わずかに
着色したものから非常に強く着色したものまでの（特に、灰色または青銅色の）ガラスを
得ることも可能であることを発見した。この最後のアプローチは、高い選択性（ＴＬ／Ｔ

Ｅ）が一般に望ましい、着色ガラスの分野において、驚くべきことである。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図１ａは、本発明による実施例１および２ならびに従来技術による実施例３（「
Ｐｌａｎｉｂｅｌ　Ｇｒｅｙ」灰色ガラス）の２９０～２５００ｎｍ（したがって、可視
および近赤外領域を含む）の全く同一のガラス厚さに対する透過の曲線を示す。図１ｂは
、４００～１２５０ｎｍの波長の図１（ａ）の拡大を示す。
【図２】図２ａは、本発明による実施例４および５ならびに従来技術による実施例６（「
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Ｐｌａｎｉｂｅｌ　Ｄａｒｋ　Ｇｒｅｙ」暗灰色ガラス）の２９０～２５００ｎｍ（した
がって、可視および近赤外領域を含む）の全く同一のガラス厚さに対する透過の曲線を示
す。図２ｂは、４００～１２５０ｎｍの波長の図２（ａ）の拡大を示す。
【図３】図３ａは、本発明による実施例７および８ならびに従来技術による実施例９（「
Ｐｌａｎｉｂｅｌ　Ｂｒｏｎｚｅ」青銅色ガラス）の２９０～２５００ｎｍ（したがって
、可視および近赤外領域を含む）の全く同一のガラス厚さに対する透過の曲線を示す。図
３ｂは、４００～１２５０ｎｍの波長の図３（ａ）の拡大を示す。
【図４】図４ａは、本発明による実施例１０および従来技術による実施例１１（「Ｏｐｔ
ｉｇｒｅｙ」淡灰色ガラス）の２９０～２５００ｎｍ（したがって、可視および近赤外領
域を含む）の全く同一のガラス厚さに対する透過の曲線を示す。図４ｂは、４００～１２
５０ｎｍの波長の図４（ａ）の拡大を示す。
【図５】図５ａは、本発明による実施例１２～１３ならびに従来技術による実施例１４（
透明ガラス）の２９０～２５００ｎｍ（したがって、可視および近赤外領域を含む）の全
く同一のガラス厚さに対する透過の曲線を示す。図５ｂは、４００～１２５０ｎｍの波長
の図５（ａ）の拡大を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本明細書を通して、範囲が示されるとき、末端は含まれる。加えて、明白に記載される
場合、数値的な範囲の全ての整数値および副範囲は明白に含まれる。また本明細書を通し
て、明白にその他の場合（例えば、ｐｐｍ）が明示されない限り、含有量の値はパーセン
トである。同様に、また本明細書を通して、パーセントの含有量の値は重量により、すな
わち、ガラスの全重量に関して表される。
【００２７】
　また本明細書を通して、
　　－　（％で表される）光透過は、３８０～７８０ｎｍの波長範囲に対して、２°の立
体観測角において、４ｍｍのガラスシート厚さ（ＴＬＤ４）に関して、発光物Ｄ６５を用
いて（ＩＳＯ９０５０規格に従って）考慮され；
　　－　（％で表される）ＩＲ透過は、７８０～２５００ｎｍの波長範囲に対して、４ｍ
ｍの厚さ（ＴＩＲ４）に関して、（ＩＳＯ９０５０規格に従って）考慮され；そして
　　－　（ガラスシートの色の特徴を決定する）ＣＩＥＬａｂパラメータＬ＊ａ＊ｂ＊は
、５ｍｍの厚さに関して、かつ発光物Ｄ６５（１０°）を用いた透過において考慮される
。
【００２８】
　本発明の他の特性および利点は、実例および非限定的な実施例として与えられる以下の
説明、実施例および図面を読み取ることによって明らかになるであろう。
【００２９】
　本発明によるガラスシートは、様々な種類に属し得るガラスから製造される。したがっ
て、ガラスは、ソーダ石灰－シリカ、アルミノシリケートまたはボロシリケート型などの
ガラスであることができる。好ましくは、ガラスシートの組成は、ガラスの全重量のパー
セントとして表される含有量で、以下の基本成分：
　　ＳｉＯ２　　５５～７８％
　　Ａｌ２Ｏ３　　０～１８％
　　Ｂ２Ｏ３　　０～１８％
　　Ｎａ２Ｏ　　０～２０％
　　ＣａＯ　　０～１５％
　　ＭｇＯ　　０～１０％
　　Ｋ２Ｏ　　０～１０％
　　ＢａＯ　　０～５％
を含む。
【００３０】
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　より好ましくは、より低い生産コストの理由で、本発明によるガラスシートは、ソーダ
石灰－シリカガラスのシートである。有利には、この実施形態によると、ガラスシートの
組成は、ガラスの全重量のパーセントとして表される含有量で、以下の基本成分：
　　ＳｉＯ２　　６０～７５％
　　Ａｌ２Ｏ３　　０～６％
　　Ｂ２Ｏ３　　０～４％
　　ＣａＯ　　０～１５％
　　ＭｇＯ　　０～１０％
　　Ｎａ２Ｏ　　５～２０％
　　Ｋ２Ｏ　　０～１０％
　　ＢａＯ　　０～５％
を含むことができる。
【００３１】
　「ガラス」という用語は、本発明の意味の範囲内で、完全非晶質材料を意味するものと
して理解され、したがって、いずれの結晶材料、部分的結晶材料（例えば、ガラス－結晶
またはガラス－セラミック材料）さえも排除される。
【００３２】
　ガラスシートの組成は、特に出発材料に存在する不純物に加えて、少量の添加剤（例え
ば、ガラスの溶解または精製を促進する薬剤）、または溶融炉を形成する耐火性材料の溶
解に由来する成分を含むことができる。
【００３３】
　本発明によるガラスシートは、フローティングプロセス、ドローイングプロセス、ロー
リングプロセス、または溶融ガラス組成物からのガラスシートを製造するためにいずれか
の他の既知のプロセスによって得られるガラスシートであることが可能である。本発明に
よる好ましい実施形態によると、ガラスシートは、フロートガラスシートである。「フロ
ートガラスシート」という用語は、還元条件で溶融ガラスを溶融スズの浴上に注ぎ入れる
ことからなるフロートプロセスによって形成されたガラスシートを意味するものとして理
解される。既知の様式で、フロートガラスのシートは、「スズ表面（ｔｉｎ　ｆａｃｅ）
」、すなわち、シートの表面の付近のガラス体においてスズが濃縮された表面を含む。「
スズ濃縮」という用語は、実質的にゼロ（スズがない）であり得るか、またはゼロであり
得ないコアにおけるガラスの組成に対するスズの濃度の増加を意味するものとして理解さ
れる。
【００３４】
　本発明によるガラスシートは、様々な比較的大きいサイズを有することができる。例え
ば、３．２１ｍ×６ｍ、もしくは３．２１ｍ×５．５０ｍ、もしくは３．２１ｍ×５．１
０ｍ、もしくは３．２１ｍ×４．５０ｍ（「ジャンボサイズ」ガラスシートと呼ばれる）
、または例えば、３．２１ｍ×２．５５ｍ、もしくは３．２１ｍ×２．２５ｍ（「レアエ
ンド（ｌｅｈｒ　ｅｎｄ）サイズ」ガラスシートと呼ばれる）の範囲のサイズを有するこ
とができる。
【００３５】
　本発明によるガラスシートは、０．１～２５ｍｍの範囲の厚さを有することができる。
有利には、タッチパネル用途の場合、本発明によるガラスシートは、０．１～６ｍｍの範
囲の厚さを有することができる。好ましくは、タッチスクリーン用途の場合、重量の理由
のため、本発明によるガラスシートの厚さは、０．１～２．２ｍｍである。あるいは、好
ましくは、スクリーン用途以外のいずれかの用途に関して、本質的に機械強度の理由のた
め、本発明によるガラスシートの厚さは、２．８～１２ｍｍである。
【００３６】
　本発明によると、組成は、ガラスの全重量に対して、０．００２重量％～１重量％の範
囲の全鉄（Ｆｅ２Ｏ３の形態で表される）含有量を含む。１％以下の全鉄（Ｆｅ２Ｏ３の
形態で表される）含有量によって、赤外線領域での高い透過を維持することが可能となる
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。最小値によって、鉄の少ない出発材料の価格のため、ガラスのコストに悪影響を与えな
いことが可能となる。本明細書中、「全鉄」は、ガラス組成の全鉄含有量を示すために、
「Ｆｅ２Ｏ３」と同様に使用される（Ｆｅ２Ｏ３の形態で表される）ことは留意すべきで
ある。
【００３７】
　代わりに、かつ有利には、組成は、好ましくは、０．００２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．７％
、またはより良好には、０．００２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．３％のような全鉄（Ｆｅ２Ｏ３

の形態で表される）含有量を含む。非常に好ましくは、組成は、０．００２％≦Ｆｅ２Ｏ

３≦０．１５％、またはより良好には、０．００２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．１％のような全
鉄含有量を含む。より好ましくは、本発明の組成は、０．００２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．０
６％、またはさらには、０．００２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．０４％，またはさらにより良好
には、０．００２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．０２％のような全鉄含有量を含む。なおより好ま
しくは、組成は、０．００２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．０１５％、またはさらには、０．００
２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．０１％のような全鉄含有量を含む。そのような鉄の最大値の減少
によって、ガラスシートのＩＲ透過および光透過のさらなる増加が可能となる。
【００３８】
　代わりに、かつ有利には、また組成は、好ましくは、０．０１％≦Ｆｅ２Ｏ３≦１％、
またはより良好には、０．０１％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．７％、またはさらにより良好には、
０．０１％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．３％のような全鉄含有量を含む。非常に好ましくは、組成
は、０．０１％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．１５％、またはより良好には、０．０１％≦Ｆｅ２Ｏ

３≦０．１％のような全鉄含有量を含む。なおより好ましくは、本発明の組成は、０．０
１％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．０６％、またはさらには、０．０１％≦全鉄≦０．０４％、また
はさらにより良好には、０．０１％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．０２％のような全鉄含有量を含む
。
【００３９】
　代わりに、かつ有利には、また組成は、好ましくは、０．０２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦１％、
またはより良好には、０．０２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．７％、またはさらにより良好には、
０．０２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．３％のような全鉄含有量を含む。非常に好ましくは、組成
は、０．０２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．１５％、またはより良好には、０．０２％≦Ｆｅ２Ｏ

３≦０．１％のような全鉄含有量を含む。なおより好ましくは、本発明の組成は、０．０
２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．０６％、またはさらには、０．０２％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．０４％
のような全鉄含有量を含む。
【００４０】
　代わりに、かつ有利には、また組成は、好ましくは、０．０４％≦Ｆｅ２Ｏ３≦１％、
またはより良好には、０．０４％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．７％、またはさらにより良好には、
０．０４％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．３％のような全鉄含有量を含む。非常に好ましくは、組成
は、０．０４％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．１５％、またはより良好には、０．０４％≦Ｆｅ２Ｏ

３≦０．１％のような全鉄含有量を含む。なおより好ましくは、本発明の組成は、０．０
４％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．０６％のような全鉄含有量を含む。
【００４１】
　代わりに、かつ有利には、また組成は、好ましくは、０．０６％≦Ｆｅ２Ｏ３≦１％、
またはより良好には、０．０６％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．７％、またはさらにより良好には、
０．０６％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．３％のような全鉄含有量を含む。非常に好ましくは、組成
は、０．０６％≦Ｆｅ２Ｏ３≦０．１５％、またはより良好には、０．０６％≦Ｆｅ２Ｏ

３≦０．１％のような全鉄含有量を含む。
【００４２】
　本発明の有利な実施形態によると、ガラスシートの組成は、Ｆｅ２Ｏ３≦７＊Ｃｒ２Ｏ

３（Ｆｅ２Ｏ３は全鉄含有量であり、かつＣｒ２Ｏ３はクロム含有量であり、これらは重
量パーセントで表される）を含む。好ましくは、ガラスシートの組成は、Ｆｅ２Ｏ３≦５
＊Ｃｒ２Ｏを含み、またはさらにより良好には、ガラスシートの組成は、Ｆｅ２Ｏ３≦４
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＊Ｃｒ２Ｏ３を含む。より好ましくは、ガラスシートの組成は、Ｆｅ２Ｏ３≦３＊Ｃｒ２

Ｏ３を含む。非常に好ましくは、ガラスシートの組成は、Ｆｅ２Ｏ３≦２＊Ｃｒ２Ｏ３を
含む。そのような鉄－クロム関係のため、広範囲の産業条件における第一鉄から第二鉄へ
のほぼ完全な酸化と、したがって、最大赤外線透過が可能となる。
【００４３】
　本発明によると、組成は、ガラスの全重量に対して、０．０００１重量％～０．５重量
％の範囲のコバルト（Ｃｏの形態で表される）含有量を含む。好ましくは、組成は、０．
０００１％～０．２％、またはさらには、０．０００１％～０．１％の範囲のコバルト含
有量を含む。より好ましくは、組成は、０．０００１％～０．０５％の範囲のコバルト（
Ｃｏの形態で表される）含有量を含む。なおより好ましくは、組成は、０．０００１％～
０．０２５％の範囲のコバルト（Ｃｏの形態で表される）含有量を含む。最も好ましくは
、組成は、０．０００１％～０．０２％または０．０００１％～０．０１５％、またはさ
らにより良好には、０．０００１％～０．０１％の範囲のコバルト含有量を含む。そのよ
うなコバルト範囲によって、過度に光透過を低下させることなく、望ましい色を達成する
ことが可能となる。
【００４４】
　有利に、組成は、０．００１％～０．５％、またはさらには、０．００１％～０．２％
の範囲のコバルト（Ｃｏの形態で表される）含有量を含む。好ましくは、組成は、０．０
０１％～０．１％の範囲のコバルト含有量を含む。より好ましくは、組成は、０．００１
％～０．０５％の範囲のコバルト含有量を含む。より好ましくは、組成は、０．００１％
～０．０２５％または０．００１％～０．０２％、またはさらにより良好には、０．００
２％～０．０２％の範囲のコバルト含有量を含む。そのようなコバルト範囲によって、過
度に光透過を低下させることなく、望ましい色を達成することが可能となる。
【００４５】
　本発明によると、組成は、ガラスの全重量に対して、０．００１％～０．５重量％の範
囲のクロム（Ｃｒ２Ｏ３の形態で表される）含有量を含む。好ましくは、組成は、０．０
０１％～０．２５％、またはさらには、０．００１％～０．１５％の範囲のクロム（Ｃｒ

２Ｏ３の形態で表される）含有量を含む。なおより好ましくは、組成は、０．００１％～
０．１％、またはさらには、０．００１％～０．０７５％、またはさらにより良好には、
０．００１％～０．０５％の範囲のクロム含有量を含む。そのようなクロム範囲のため、
望ましい色を達成すること、および広範囲の産業条件における第一鉄から第二鉄へのほぼ
完全な酸化と、したがって、最大赤外線透過を保証することも可能となる。
【００４６】
　代わりに、かつ有利には、組成は、好ましくは、ガラスの全重量に対して、０．００１
５％～０．５重量％の範囲のクロム（Ｃｒ２Ｏ３の形態で表される）含有量を含む。好ま
しくは、組成は、０．００１５％～０．２５％、またはさらには、０．００１５％～０．
１５％の範囲のクロム（Ｃｒ２Ｏ３の形態で表される）含有量を含む。なおより好ましく
は、組成は、０．００１５％～０．１％、またはさらには、０．００１５％～０．０７５
％、またはさらにより良好には、０．００１５％～０．０５％の範囲のクロム（Ｃｒ２Ｏ

３の形態で表される）含有量を含む。最も好ましくは、組成は、０．００２％～０．０５
％またはさらには、０．００２５％～０．０５％の範囲のクロム含有量を含む。そのよう
なクロム範囲のため、望ましい色を達成すること、および広範囲の産業条件における第一
鉄から第二鉄へのほぼ完全な酸化と、したがって、光透過の損失をますます制御しながら
、最大赤外線透過を保証することも可能となる。
【００４７】
　本発明によると、組成は、ガラスの全重量に対して、０．０００３％～０．５重量％の
範囲のセレン（Ｓｅの形態で表される）含有量を含む。好ましくは、組成は、０．０００
３％～０．２５％、またはさらには、０．０００３％～０．１５％、またはさらにより良
好には、０．０００３％～０．１％の範囲のセレン含有量を含む。より好ましくは、組成
は、０．０００３％～０．０７５％、またはさらには、０．０００３％～０．０５％の範
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囲のセレン（Ｓｅの形態で表される）含有量を含む。代わりに、好ましくは、組成は、０
．００１％～０．５％、またはより良好には、０．００１％～０．２５％、またはさらに
より良好には、０．００１％～０．１５％、またはさらにより良好には、０．００１％～
０．１％の範囲のセレン（Ｓｅの形態で表される）含有量を含む。より好ましくは、組成
は、０．００１％～０．０７５％、またはさらには、０．００１％～０．０５％の範囲の
セレン含有量を含む。代わりに、また好ましくは、組成は、０．００１５％～０．０７５
％、またはさらには、０．００３％～０．０７５％、またはさらにより良好には、０．０
０５％～０．０７５％の範囲のセレン（Ｓｅの形態で表される）含有量を含む。代わりに
、また好ましくは、組成は、０．００１５％～０．０５％、またはさらには、０．００３
％～０．０５％、またはさらにより良好には、０．００５％～０．０５％の範囲のセレン
（Ｓｅの形態で表される）含有量を含む。そのようなセレン範囲によって、過度に光透過
を低下させることなく、望ましい色を達成することが可能となる。
【００４８】
　本発明の一実施形態によると、組成は、０．０００５％～０．５％の範囲および好まし
くは、０．００２％～０．１％の範囲の含有量でニッケル（Ｎｉの形態で表される）を含
んでもよい。これは、本発明による範囲内であるが、必要とされるセレンの量を減少する
ことを可能にし、したがって、それに関連する滞留問題を回避することを可能にする（ニ
ッケルはその部分に関して揮発性ではない）という利点を有する。
【００４９】
　好ましくは、本発明によると、組成は、２０ｐｐｍ未満のＦｅ２＋（ＦｅＯの形態で表
される）含有量を含む。含有量のこのような範囲によって、特にＩＲ線の透過に関して、
非常に満足な特性を得ることが可能となる。組成は、好ましくは、１０ｐｐｍ未満のＦｅ
２＋（ＦｅＯの形態で表される）含有量を含む。非常に好ましくは、組成は５ｐｐｍ未満
のＦｅ２＋（ＦｅＯの形態で表される）含有量を含む。
【００５０】
　本発明の１つの有利な実施形態によると、ガラスシートの組成は、１５％以下の酸化還
元を有する。好ましくは、酸化還元は、１０％以下、または５％以下、またはさらには３
％以下である。
【００５１】
　有利に、好ましくは、本発明のガラスシートは、ＴＩＲ４＞ＴＬＤ４＋２を有する。よ
り好ましくは、本発明のガラスシートは、ＴＩＲ４＞ＴＬＤ４＋５、またはさらにより良
好には、ＴＩＲ４＞ＴＬＤ４＋１０を有する。代わりに、好ましくは、本発明のガラスシ
ートは、ＴＩＲ４＞１．０５＊ＴＬＤ４、好ましくは、ＴＩＲ４＞１．０５＊ＴＬＤ４＋
５を有する。また代わりに、好ましくは、本発明のガラスシートは、ＴＩＲ４＞１．１＊

ＴＬＤ４を有する。また代わりに、好ましくは、本発明のガラスシートは、ＴＩＲ４＞０
．９５＊ＴＬＤ４＋５を有する。より好ましくは、本発明のガラスシートは、ＴＩＲ４＞
０．９５＊ＴＬＤ４＋１０を有する。また代わりに、好ましくは、本発明のガラスシート
は、ＴＩＲ４＞０．９＊ＴＬＤ４＋１０を有する。より好ましくは、本発明のガラスシー
トは、ＴＩＲ４＞０．９＊ＴＬＤ４＋１５を有する。また代わりに、好ましくは、本発明
のガラスシートは、ＴＩＲ４＞０．８５＊ＴＬＤ４＋１５を有する。より好ましくは、本
発明のガラスシートは、ＴＩＲ４＞０．８５＊ＴＬＤ４＋２０を有する。また代わりに、
好ましくは、本発明のガラスシートは、ＴＩＲ４＞０．８＊ＴＬＤ４＋２０を有する。Ｔ
ＩＲ４およびＴＬＤ４の間の関係に関する全ての後者の実施形態は、本発明のガラスシー
トをより反選択的にさせるという利点を有する。
【００５２】
　本発明の特に有利である第１の主要な実施形態によると、組成は、
　　－　全鉄（Ｆｅ２Ｏ３の形態で表される）含有量≦０．７％；
　　－　クロム（Ｃｒ２Ｏ３の形態で表される）含有量≦０．０４６５％；
　　－　コバルト（Ｃｏの形態で表される）含有量≦０．００４％；
　　－　Ｓｅ＊Ｆｅ２Ｏ３≦０．００１２％；および
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　　－　（３０００＊Ｃｏ）＋（２６０＊Ｃｒ２Ｏ３）＋（１００００＊Ｓｅ＊Ｆｅ２Ｏ

３）＋（１６．２＊Ｆｅ２Ｏ３）＜１２
を含む。
【００５３】
　そのような実施形態によって、ガラスシートの色に有意に影響を及ぼすことなく（色は
中性から、非常にわずかに着色している）、ＩＲ領域における高い透過、８０％より高い
光透過ＴＬＤ４が得られることを保証することが可能となる。
【００５４】
　本発明の第１の主要な実施形態によると、組成は、好ましくは、
　　－　全鉄（Ｆｅ２Ｏ３の形態で表される）含有量≦０．６％；
　　－　クロム（Ｃｒ２Ｏ３の形態で表される）含有量≦０．０３８５％；
　　－　コバルト（Ｃｏの形態で表される）含有量≦０．００３３％；
　　－　Ｓｅ＊Ｆｅ２Ｏ３≦０．００１％；および
　　－　（３０００＊Ｃｏ）＋（２６０＊Ｃｒ２Ｏ３）＋（１００００＊Ｓｅ＊Ｆｅ２Ｏ

３）＋（１６．２＊Ｆｅ２Ｏ３）＜１０；
を含み、ガラスシートの色に有意に影響を及ぼすことなく（色は中性から、非常にわずか
に着色している）、ＩＲ領域における高い透過、８２％より高い光透過ＴＬＤ４が得られ
ることを保証することの利益を有する。
【００５５】
　なお本発明の第１の主要な実施形態によると、なおより好ましくは、組成は、
　　－　全鉄（Ｆｅ２Ｏ３の形態で表される）含有量≦０．４％；
　　－　クロム（Ｃｒ２Ｏ３の形態で表される）含有量≦０．０２７％；
　　－　コバルト（Ｃｏの形態で表される）含有量≦０．００２３％；
　　－　Ｓｅ＊Ｆｅ２Ｏ３≦０．０００７％；および
　　－　（３０００＊Ｃｏ）＋（２６０＊Ｃｒ２Ｏ３）＋（１００００＊Ｓｅ＊Ｆｅ２Ｏ

３）＋（１６．２＊Ｆｅ２Ｏ３）＜７；
を含み、ガラスシートの色に有意に影響を及ぼすことなく（色は中性から、非常にわずか
に着色している）、ＩＲ領域における高い透過、８５％より高い光透過ＴＬＤ４が得られ
ることを保証することの利益を有する。
【００５６】
　なお、本発明の第１の主要な実施形態によると、非常に好ましくは、組成は、
　　－　全鉄（Ｆｅ２Ｏ３の形態で表される）含有量≦０．３％；
　　－　クロム（Ｃｒ２Ｏ３の形態で表される）含有量≦０．０１９％；
　　－　コバルト（Ｃｏの形態で表される）含有量≦０．００１７％；
　　－　Ｓｅ＊Ｆｅ２Ｏ３≦０．０００５％；および
　　－　（３０００＊Ｃｏ）＋（２６０＊Ｃｒ２Ｏ３）＋（１００００＊Ｓｅ＊Ｆｅ２Ｏ

３）＋（１６．２＊Ｆｅ２Ｏ３）＜５；
を含み、ガラスシートの色に有意に影響を及ぼすことなく（色は中性から、非常にわずか
に着色している）、ＩＲ領域における高い透過、８７％より高い光透過ＴＬＤ４が得られ
ることを保証することの利益を有する。
【００５７】
　なお、本発明の第１の主要な実施形態によると、また非常に好ましくは、組成は、
　　－　全鉄（Ｆｅ２Ｏ３の形態で表される）含有量≦０．２％；
　　－　クロム（Ｃｒ２Ｏ３の形態で表される）含有量≦０．０１１％；
　　－　コバルト（Ｃｏの形態で表される）含有量≦０．００１％；
　　－　Ｓｅ＊Ｆｅ２Ｏ３≦０．０００３％；および
　　－　（３０００＊Ｃｏ）＋（２６０＊Ｃｒ２Ｏ３）＋（１００００＊Ｓｅ＊Ｆｅ２Ｏ

３）＋（１６．２＊Ｆｅ２Ｏ３）＜３；
を含み、ガラスシートの色に有意に影響を及ぼすことなく（色は中性から、非常にわずか
に着色している）、ＩＲ領域における高い透過、８９％より高い光透過ＴＬＤ４が得られ
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ることを保証することの利益を有する。
【００５８】
　なお、本発明の第１の主要な実施形態によると、最も好ましくは、組成は、
　　－　全鉄（Ｆｅ２Ｏ３の形態で表される）含有量≦０．０６％；
　　－　クロム（Ｃｒ２Ｏ３の形態で表される）含有量≦０．００４％；
　　－　コバルト（Ｃｏの形態で表される）含有量≦０．０００３％；
　　－　Ｓｅ＊Ｆｅ２Ｏ３≦０．０００１％；および
　　－　（３０００＊Ｃｏ）＋（２６０＊Ｃｒ２Ｏ３）＋（１００００＊Ｓｅ＊Ｆｅ２Ｏ

３）＋（１６．２＊Ｆｅ２Ｏ３）＜１；
を含み、ガラスシートの色に有意に影響を及ぼすことなく（色は中性から、非常にわずか
に着色している）、ＩＲ領域における高い透過、９０％より高い光透過ＴＬＤ４が得られ
ることを保証することの利益を有する。
【００５９】
　なお、本発明の第１の主要な実施形態によると、ガラスシートは、好ましくは、８０％
より高い光透過ＴＬＤ４を有する。より好ましくはは、ガラスシートは、８２％より高い
、さらにより良好には、８５％、８７％、８９％またはさらに良好には、９０％より高い
光透過ＴＬＤ４を有する。
【００６０】
　本発明の第１の主要な実施形態によるガラスシートは、サイズが多少大きいパネルを必
要とし、かつ（ｉ）主要表面を通して、またはそれらの端縁から出発してのいずれかで、
前記パネルを通しての赤外線の非常に良好な透過、および（ｉｉ）可視領域における非常
に良好な透過、さらには「中性」着色を必要とする技術を使用するいずれのデバイスにお
いても有利に使用することができる。ガラスシートの中性は、ａ＊ｂ＊ダイヤグラムにお
ける起点（０，０）からの距離を考慮に入れることによって評価される。
【００６１】
　例えば、この第１の主要な実施形態によるガラスシートは、ガラスの端縁において伝播
するＩＲ線を使用するいずれの技術においても有利に使用されることができる。特に、こ
の第１の主要な実施形態によるシートは、前記シートの表面において１つ以上の対象（例
えば、指または針）の位置を検出するための「平面散乱検出」（ＰＳＤ）または「フラス
トレーテッド・トータル・インターナル・リフレクション」（ＦＴＩＲ）光学技術におい
て価値を強化する。
【００６２】
　可視領域におけるその良好な透過、および非常に中性からわずかな着色までのその着色
を考慮して、この第１の主要な実施形態によるガラスシートは、特にディスプレイ表面上
に適合されるタッチスクリーンまたはタッチパネルまたはタッチパッドとして有利に使用
することができる。したがって、本発明は、タッチ表面を画定する、本発明の第１の主要
な実施形態による少なくとも１つのガラスシートを含むタッチスクリーンまたはタッチパ
ネルまたはタッチパッドに関する。この場合、そして好ましくは、タッチスクリーンまた
はタッチパネルまたはタッチパッドは、有利にはＦＴＩＲまたはＰＳＤ光学技術を使用す
る。特に、この場合、ガラスシートは、ディスプレイ表面上に有利に適合される。
【００６３】
　本発明の特に有利である第２の主要な実施形態によると、組成は、（３０００＊Ｃｏ）
＋（２６０＊Ｃｒ２Ｏ３）＋（１００００＊Ｓｅ＊Ｆｅ２Ｏ３）＋（１６．２＊Ｆｅ２Ｏ

３）≧１２を含む。そのような組成によって、可視領域において透過がほとんどないか、
またはない状態で、赤外線の高い透過を保持しながら、不透明まで多少強く着色した、灰
色または青銅色の色あいの着色ガラスシートを得ることが可能となる。
【００６４】
　本発明のこのような第２の主要な実施形態によると、組成は、好ましくは、１＊Ｃｏ＜
Ｓｅ＜１０＊Ｃｏを含む。より好ましくは、組成は、１＊Ｃｏ＜Ｓｅ＜８＊Ｃｏ、または
さらにより良好には、１＊Ｃｏ＜Ｓｅ＜５＊Ｃｏを含む。なおより好ましくは、組成は、
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１＊Ｃｏ＜Ｓｅ＜３＊Ｃｏ、またはさらにより良好には、２＊Ｃｏ＜Ｓｅ＜３＊Ｃｏを含
む。セレンおよびコバルトの含有量の間のそのような関係によって、可視領域において透
過がほとんどないか、またはない状態で、赤外線の高い透過を保持しながら、不透明まで
多少強く着色した、実質的に灰色の快適なガラスシートを得ることが可能となる。
【００６５】
　本発明の第２の主要な実施形態によると、好ましくは、コバルトおよびセレンに関連す
る上記実施形態との可能な組合せにおいて、組成は、好ましくは、１＊Ｃｏ＜Ｃｒ２Ｏ３

＜１０＊Ｃｏを含む。より好ましくは、組成は、１＊Ｃｏ＜Ｃｒ２Ｏ３＜８＊Ｃｏ、また
はさらにより良好には、１＊Ｃｏ＜Ｃｒ２Ｏ３＜５＊Ｃｏを含む。なおより好ましくは、
組成は、１＊Ｃｏ＜Ｃｒ２Ｏ３＜４＊Ｃｏ、またはさらにより良好には、２＊Ｃｏ＜Ｃｒ

２Ｏ３＜４＊Ｃｏを含む。最も好ましくは、組成は、３＊Ｃｏ＜Ｃｒ２Ｏ３＜４＊Ｃｏを
含む。クロムおよびコバルトの含有量の間のそのような関係によって、可視領域において
透過がほとんどないか、またはない状態で、赤外線の高い透過を保持しながら、不透明ま
で多少強く着色した、実質的に灰色の快適なガラスシートを得ることが可能となる。
【００６６】
　上記のコバルトおよびセレンに関連する実施形態と、上記のクロムおよびコバルトに関
連する実施形態とのいずれの組合せも特に有利である。
【００６７】
　代わりに、なお、本発明の第２の主要な実施形態によると、組成は、好ましくは、２＊

Ｃｏ＜Ｓｅ＜１７＊Ｃｏを含む。より好ましくは、組成は、５＊Ｃｏ＜Ｓｅ＜１７＊Ｃｏ
、またはさらにより良好には、６＊Ｃｏ＜Ｓｅ＜１７＊Ｃｏを含む。なおより好ましくは
、組成は、７＊Ｃｏ＜Ｓｅ＜１７＊Ｃｏ、またはさらにより良好には、７＊Ｃｏ＜Ｓｅ＜
１５＊Ｃｏを含む。最も好ましくは、組成は、７＊Ｃｏ＜Ｓｅ＜１１＊Ｃｏを含む。セレ
ンおよびコバルトの含有量の間のそのような関係によって、可視領域において透過がほと
んどないか、またはない状態で、赤外線の高い透過を保持しながら、不透明まで多少強く
着色した、実質的に青銅色の快適なガラスシートを得ることが可能となる。
【００６８】
　なお、本発明の第２の主要な実施形態によると、好ましくは、コバルトおよびセレンに
関連する上記実施形態との可能な組合せにおいて、組成は、好ましくは、２＊Ｃｏ＜Ｃｒ

２Ｏ３＜１０＊Ｃｏを含む。より好ましくは、組成は、２＊Ｃｏ＜Ｃｒ２Ｏ３＜８＊Ｃｏ
、またはさらにより良好には、２＊Ｃｏ＜Ｃｒ２Ｏ３＜６＊Ｃｏを含む。なおより好まし
くは、組成は、２＊Ｃｏ＜Ｃｒ２Ｏ３＜５＊Ｃｏ、またはさらにより良好には、３＊Ｃｏ
＜Ｃｒ２Ｏ３＜５＊Ｃｏを含む。クロムおよびコバルトの含有量の間のそのような関係に
よって、可視領域において透過がほとんどないか、またはない状態で、赤外線の高い透過
を保持しながら、不透明まで多少強く着色した、実質的に青銅色の快適なガラスシートを
得ることが可能となる。
【００６９】
　上記のコバルトおよびセレンに関連する実施形態と、上記のクロムおよびコバルトに関
連する実施形態とのいずれの組合せも特に有利である。
【００７０】
　なお、本発明の第２の主要な実施形態によると、ガラスシートは、好ましくは、８０％
未満の光透過ＴＬＤ４を有する。より好ましくは、ガラスシートは、７５％未満、または
より良好には、７０％未満、またはさらには、５０％未満の光透過ＴＬＤ４を有する。非
常に暗色であるか、またはさらには、実質的に不透明までの色が必要とされる特定の用途
に関して、ガラスシートは、１０％未満の光透過ＴＬＤ４を有してもよい。
【００７１】
　有利に、なお、本発明の第２の主要な実施形態によると、好ましくは、本発明のガラス
シートは、ＴＩＲ４＞ＴＬＤ４＋１５、またはさらにより良好には、ＴＩＲ４＞ＴＬＤ４
＋２０を有する。代わりに、なお、本発明の第２の主要な実施形態によると、好ましくは
、本発明のガラスシートは、ＴＩＲ４＞１．０５＊ＴＬＤ４＋１０を有する。代わりに、
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なお、本発明の第２の主要な実施形態によると、好ましくは、ＴＩＲ４＞１．１＊ＴＬＤ
４＋５を有する。代わりに、なお、本発明の第２の主要な実施形態によると、好ましくは
、本発明のガラスシートは、ＴＩＲ４＞１．１５＊ＴＬＤ４、およびより良好には、ＴＩ
Ｒ４＞１．２＊ＴＬＤ４を有する。代わりに、なお、本発明の第２の主要な実施形態によ
ると、好ましくは、本発明のガラスシートは、ＴＩＲ４＞０．９＊ＴＬＤ４＋２０を有す
る。ＴＩＲ４およびＴＬＤ４の間の関係に関する全ての後者の実施形態は、本発明の着色
ガラスシートをより反選択的にさせるという利点を有する。
【００７２】
　なお、本発明の第２の主要な実施形態によると、本発明のガラスシートは着色されてい
る。好ましくは、ガラスシートは｜ｂ＊｜＜５および｜ａ＊｜＜５を有する。これは、高
い赤外線透過を保証しながら、市場で入手可能な全ての灰色ガラスの色を再現することが
可能となるため、有利である。好ましくは、ガラスシートは、｜ｂ＊｜＜３および｜ａ＊

｜＜３を有し、より良好な中性および高い赤外線透過を保証しながら、市場で入手可能な
全ての灰色ガラスの色を再現することを可能にする。
【００７３】
　非常に好ましくは、ガラスシートは、０＜ａ＊＜１；－３＜ｂ＊＜０を有し、これによ
って、市場で入手可能な淡灰色ガラス（例えば、「Ｐｌａｎｉｂｅｌ　Ｇｒｅｙ」）を再
現することが可能となる。
【００７４】
　代わりに、好ましくは、ガラスシートは、－２．５＜ａ＊＜１．５および－２．５＜ｂ
＊＜１．５を有し、これによって、市場で入手可能な濃灰色ガラス（例えば、「Ｐｌａｎ
ｉｂｅｌ　Ｄａｒｋ　Ｇｒｅｙ」）を再現することが可能となる。
【００７５】
　代わりに、また好ましくは、ガラスシートは、２＜ａ＊＜５；３＜ｂ＊＜７を有し、こ
れによって、市場で入手可能な青銅色ガラス（例えば、「Ｐｌａｎｉｂｅｌ　Ｂｒｏｎｚ
ｅ」）を再現することが可能となる。
【００７６】
　本発明の第２の主要な実施形態によるガラスシートは、サイズが多少大きいパネルを必
要とし、かつ（ｉ）主要表面を通して、またはそれらの端縁から出発してのいずれかで、
前記パネルを通しての赤外線の非常に良好な透過、および（ｉｉ）可視領域における特定
の色または（仮想的）不透明度を必要とするいずれのデバイスにおいても有利に使用する
ことができる。
【００７７】
　例えば、この第２の主要な実施形態によるガラスシートは、ガラスの端縁において伝播
するＩＲ線を使用するいずれの技術においても有利に使用されることができる。特に、こ
れは、不透明までの多少強い色を考慮して、その後ろ／下に見られる対象／成分を部分的
に、または完全に隠すことが可能である前記シートの表面において１つ以上の対象（例え
ば、指または針）の位置を検出するための「平面散乱検出」（ＰＳＤ）または「フラスト
レーテッド・トータル・インターナル・リフレクション」（ＦＴＩＲ）光学技術において
価値を強化することが可能である。
【００７８】
　さらなる実施例として、本発明の第２の主要な実施形態によるガラスシートは、以下の
価値を向上させることもできる：
　（１）加熱素子の見栄えが悪い側面を（部分的に、または完全に）隠すが、ＩＲ線の通
過を可能にし、したがって、上記加熱デバイスからの良好なアウトプットを可能にする、
放射加熱素子の前方／周囲に配置された装飾パネルとして（デバイスとして、壁面加熱デ
バイス、または他のＩＲクックトップが特に考慮され得る）；
　（２）構造的または装飾スパンドレルガラスとして；
　（３）赤外線を必要とする技術を使用することもある（一般に「タッチパッド」として
知られる）ポータブルコンピュータ上のポインティングデバイスとして。この場合、ガラ
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スシートは、好ましくは色が非常に暗く、実際には不透明でさえもあり、したがって、そ
の下に位置する電子部品を隠している；
　（４）家具、特に、遠隔制御可能な電気／電子機器電気機器を含むことが意図される家
具の、そのような電気機器の見栄えが悪い側面を視界から隠すが、リモコンから送られる
シグナルが通過することを可能にする前面要素として。これは、大部分の家庭用電気／電
子機器電気機器（テレビ、ハイファイ、ＤＶＤプレーヤー、ゲームコンソールなど）が、
近赤外線領域のシグナルを送るハウジングを使用して遠隔制御可能であるためである。し
かしながら、この遠隔制御システムは、特に２つの不都合を示す：（ｉ）シグナルは、そ
の感応性を低下させる可視領域（太陽、ライト）における二次放射線の存在によって、し
ばしば混乱すること、および（ｉｉ）電気機器が、遠隔操作のＩＲシグナルが到達可能で
あることを必要とし、したがって、たとえ要求が、美的な理由のために、この方向で進展
するにもかかわらず、これらは家具の内部に隠されることができないこと。
【００７９】
　本発明によると、上記の第１または第２の主要な実施形態のいずれによっても、ガラス
シートはＩＲ線の高い透過を有する。より詳しくは、本発明のガラスシートは、７５０～
１２００ｎｍの範囲において、近赤外線領域における放射線の高い透過を有する。好まし
くは、ガラスシートは、透過ＴＩＲ４＞７０％、または＞８０％、またはさらには、＞８
５％、またはさらにより良好には、＞８７％または＞９０％を有する。
【００８０】
　例えば、ＰＳＤまたはＦＴＩＲ技術を必要とするデバイスを使用する用途に関して、透
過ＴＩＲに加えて、上記用途に関して興味深い特定の波長における赤外線領域におけるガ
ラスの良好な透過を定量化するために、波長１０５０、９５０および８５０ｎｍにおける
吸収係数は、したがって、良好な透過を得るために可能な限り低くなければならないが、
使用される。吸収係数は、吸光度と、所与の媒体における電磁放射によって移動する光学
距離の長さとの比率によって定義される。これは、ｍ－１で表される。これは、したがっ
て、材料の厚さから独立しているが、吸収される放射線の波長および材料の化学的性質に
関係する。
【００８１】
　ガラスの場合、選択された波長λにおける吸収係数（μ）は、透過（Ｔ）の測定、なら
びに材料の屈折率ｎから計算することができ（ｔｈｉｃｋ＝厚さ）、ｎ、ρおよびＴの値
は、選択された波長λの関数である。

式中、ρ＝（ｎ－１）２／（ｎ＋１）２である。
【００８２】
　本発明の第１の主要な実施形態によると、ガラスシートは、波長１０５０、９５０およ
び８５０ｎｍで、従来技術の「透明」ガラスの、または従来技術の「エクストラ－クリア
」ガラスの吸収係数より低い吸収係数を有する。
【００８３】
　有利には、本発明の第１の主要な実施形態によるガラスシートは、波長１０５０ｎｍで
５ｍ－１未満の吸収係数を有する。好ましくは、波長１０５０ｎｍで２ｍ－１以下の吸収
係数を有する。非常に好ましくは、波長１０５０ｎｍで１ｍ－１以下の吸収係数を有する
。
【００８４】
　再び有利には、本発明の第１の主要な実施形態によるガラスシートは、波長９５０ｎｍ
で５ｍ－１未満の吸収係数を有する。好ましくは、波長９５０ｎｍで２ｍ－１以下の吸収
係数を有する。非常に好ましくは、波長９５０ｎｍで１ｍ－１以下の吸収係数を有する。
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【００８５】
　再び有利には、本発明の第１の主要な実施形態によるガラスシートは、波長８５０ｎｍ
で５ｍ－１未満の吸収係数を有する。好ましくは、波長８５０ｎｍで２ｍ－１以下の吸収
係数を有する。非常に好ましくは、波長８５０ｎｍで１ｍ－１以下の吸収係数を有する。
【００８６】
　本発明の第２の主要な実施形態によると、ガラスシートは、波長１０５０、９５０およ
び８５０ｎｍで、同等の色および／または光透過を有する従来技術のガラスの吸収係数よ
り有意に低い吸収係数を有する。
【００８７】
　本発明によるガラスシートは、有利には、化学的または熱的にテンパリング可能である
。それは、有利には、（例えば、熱成形によって）変形されてもよい。通常の例は、自動
車グレイジングのために意図されたガラスシートに関して既知の屈曲であるが、ガラスシ
ートの他のいずれかの変形も、本発明の範囲を逸脱することなく想像され得る。
【００８８】
　本発明によるガラスシートは、有利には、ラミネート構造を形成するために、（一般に
、ＰＶＢまたはポリビニルブチラールの）ポリマー中間層フィルム、および任意に、第２
の同一または異なるガラスシートとラミネートされてもよい。
【００８９】
　本発明によるガラスシートは、有利には、少なくとも１つの透明かつ電導性の薄層でコ
ーティング可能である。本発明による透明かつ導電性の薄層は、例えば、ＳｎＯ２：Ｆ、
ＳｎＯ２：ＳｂまたはＩＴＯ（酸化インジウムスズ）、ＺｎＯ：ＡｌまたはＺｎＯ：Ｇａ
をベースとする層であることができる。
【００９０】
　またガラスシートは、少なくとも１つの反射防止層でコーティング可能である。これは
、本発明のガラスシートをスクリーンの前面として使用する場合、特に有利である。本発
明による反射防止層は、例えば、低屈折率を有する多孔性シリカをベースとする層である
ことができるか、またはいくつかの層（積層）、特に、低屈折率を有する層と高屈折率を
有する層とを交互に有し、かつ低屈折率を有する層を末端とする誘電体物質の層の積層か
ら構成可能である。
【００９１】
　本発明によるガラスシートは、有利には、少なくとも１つの抗指紋層でコーティング可
能である。本発明のガラスシートがタッチ表面として使用される場合、これは有利である
。そのような層は、反対の表面に堆積された透明かつ導電性の薄層と組み合わせることが
できる。そのような層は、同一面に堆積された反射防止層と組み合わせることができ、こ
の場合、抗指紋層は積層の外側であって、したがって、反射防止層を被覆する。
【００９２】
　本発明によるガラスシートは、例えば、抗指紋特性、または他に反反射または反フリッ
カー特性を生じるように、酸または塩基によるフロスティングによって、あるいは他に、
抗菌特性を生じる処理（例えば、銀ベースの処理）によって、その主要表面の少なくとも
１つにおいて処理されることも可能である。これはまた、タッチまたは非タッチスクリー
ンの前面としての本発明のガラスシートの使用に関して、特に有利である。
【００９３】
　加えて、本発明は、タッチ表面を画定する少なくとも１つの本発明によるガラスシート
を含むタッチスクリーンまたはタッチパネルまたはタッチパッドにも関する。この実施形
態によると、タッチスクリーンまたはタッチパネルまたはタッチパッドは、有利にはＦＴ
ＩＲまたはＰＳＤ光学技術を使用する。特に、スクリーンに関して、ガラスシートは、デ
ィスプレイ表面上に有利に適合される。
【００９４】
　所望の用途および／または特性によって、本発明によるガラスシートの１つの表面およ
び／または他の表面に他の層／他の処理を堆積／実行することができる。
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【００９５】
　最後に、本発明は、前記シート内部を本質的に伝播する赤外線を使用するデバイスにお
ける本発明によるガラスシートの使用にも関する。本発明によるガラスシートの２つの主
要な実施形態およびまた全てのそれらの特定の実施形態も、使用の実施形態としての本発
明による使用に適用される。
【００９６】
　「シート内部を本質的に伝播する放射線」という用語は、シートの２つの主要な表面間
をガラスシートの内部で移動する放射線を意味するものとして理解される。
【００９７】
　有利には、本発明による使用の特定の実施形態によると、赤外線の伝播は全内部反射に
よって生じる。この実施形態によると、赤外線は、前記シートの１つ以上の端縁から出発
してガラスシート内部に注入されることができる。「シートの端縁」という用語は、シー
トの厚さによって画定され、かつシートの２つの主要表面に対して実質的に垂直である４
つの表面のそれぞれを意味するものとして理解される。さらにこの実施形態によると、代
わりに、赤外線は、特定の角度で一方または両方の主要表面から出発してガラスシート内
部に注入されることができる。
【００９８】
　特に本有利なことに、本発明の使用によると、組成は、本発明によるガラスシートの第
１の主要な実施形態による。
【００９９】
　以下の実施例は、いずれかの形態でその範囲を限定することを意図せずに、本発明を例
示する。
【実施例】
【０１００】
　本発明による様々なガラスシートは、全鉄、クロム、コバルトならびにセレンおよび／
またはニッケルの可変量を用いて、５つの組合せの形態で調製または計算／シミュレート
された。
【０１０１】
　本発明によるガラスシートの調製のために、下記の表に明示される同一基本組成に従っ
て、出発材料を粉末形態で混合し、そして溶解させるために、るつぼに配置し、そしてこ
れに、最終組成において目標とされる含有量の関数としての可変量の鉄、クロム、コバル
トならびにセレンおよび／またはニッケルを含む出発材料を添加した（鉄は、不純物とし
て基本組成の出発材料に少なくとも部分的にすでに存在することに留意する必要がある）
。
【０１０２】
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　シートの形態の融解によって調製されたそれぞれの組成物の光学特性は、直径１５０ｍ
ｍの積分球を備えたＰｅｒｋｉｎ　Ｅｌｍｅｒ　Ｌａｍｂｄａ　９５０分光光度計におい
て決定し、特に
　－　透過ＴＩＲ４は、４ｍｍの厚さに関して、および７８０～２５００ｎｍの波長範囲
に関してのＩＳＯ　９０５０規格に従って決定され；
　－　光透過ＴＬＤ４も、２°の観察立体角で４ｍｍの厚さ（発光物Ｄ６５）に関して、
および３８０～７８０ｎｍの波長範囲に関してのＩＳＯ　９０５０規格に従って決定され
；
　－　ＣＩＥ　Ｌ＊ａ＊ｂ＊パラメータは、以下の測定パラメータを有する透過において
決定された：発光物Ｄ６５、１０°、厚さ５ｍｍ。
【０１０４】
　本発明によるガラス組成のシミュレーションのために、種々のガラスシートの光学特性
を、種々の着色剤の光学特性に基づき計算した（Ｂａｍｆｏｒｄの理論による吸収係数）
。
【０１０５】
　実施例１２および１３からのガラスシートを融解によって調製し、そしてそれらの光学
特性を測定した。比較例として、市販のガラスシートに関しても、同一光学特性を測定し
た（実施例３、６、９、１１および１４）。
【０１０６】
　実施例１、２、４、５、７、８および１０の光学特性は、シミュレーション／計算から
誘導される。
【０１０７】
組合せ１
　実施例１および２は、本発明によるガラスシートに対応した。実施例３（比較例）は、
高い鉄含有量を有する従来技術からの着色ガラス（「Ｐｌａｎｉｂｅｌ　Ｇｒｅｙ」の名
称で販売される灰色ガラス）に対応する。本発明による組成のそれぞれの実施例１～２は
、比較例の灰色ガラス（市場に提供されたガラス）に類似の比色パラメータ（ａ＊ｂ＊）
の値および光透過（ＴＬＤ４）の値を達成するが、赤外線の透過（ＴＩＲ４）を最大化す
るように最適化された。
【０１０８】
　表１は、実施例１および２に関して計算され、そして比較例３に関して測定された光学
特性、ならびに鉄、クロム、コバルト、セレンおよびニッケルのそれぞれの量を提示する
。
【０１０９】
　図１（ａ）は、本発明による実施例１および２ならびに従来技術による実施例３（「Ｐ
ｌａｎｉｂｅｌ　Ｇｒｅｙ」灰色ガラス）の２９０～２５００ｎｍ（したがって、可視お
よび近赤外領域を含む）の全く同一のガラス厚さに対する透過の曲線を示す。図１（ｂ）
は、４００～１２５０ｎｍの波長の図１（ａ）の拡大を示す。
【０１１０】
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【表１】

【０１１１】
　得られた結果（図１および表１を参照のこと）によると、低い鉄含有量と組み合わせて
、本発明（第２の主要な実施形態）による含有量の範囲内のクロム、コバルトならびにセ
レンおよび／またはニッケルの添加により、赤外線領域において透過を非常に有意に増加
させながら（非常に増加したＴＩＲ４または非常に低いμ）、市販の灰色ガラスに高度に
匹敵するＴＬおよび色を有するガラスシートを得ることが可能であることが示される。
【０１１２】
　組合せ２
　実施例４および５は、本発明によるガラスシートに対応した。実施例６（比較例）は、
高い鉄含有量を有する従来技術からの着色ガラス（「Ｐｌａｎｉｂｅｌ　Ｄａｒｋ　Ｇｒ
ｅｙ」の名称で販売される暗灰色ガラス）に対応する。本発明による組成のそれぞれの実
施例４～５は、比較例６の暗灰色ガラス（市場に提供されたガラス）に類似の比色パラメ
ータ（ａ＊ｂ＊）の値および光透過（ＴＬＤ４）の値を達成するが、赤外線の透過（ＴＩ
Ｒ４）を最大化するように最適化された。
【０１１３】
　表２は、実施例４および５に関して計算され、そして実施例６に関して測定された光学
特性、ならびに鉄、クロム、コバルト、セレンおよびニッケルのそれぞれの量を提示する
。
【０１１４】
　図２（ａ）は、本発明による実施例４および５ならびに従来技術による実施例６（「Ｐ
ｌａｎｉｂｅｌ　Ｄａｒｋ　Ｇｒｅｙ」暗灰色ガラス）の２９０～２５００ｎｍ（したが
って、可視および近赤外領域を含む）の全く同一のガラス厚さに対する透過の曲線を示す
。図２（ｂ）は、４００～１２５０ｎｍの波長の図２（ａ）の拡大を示す。
【０１１５】
【表２】
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【０１１６】
　得られた結果（図２および表２を参照のこと）によると、比較的低い鉄含有量と組み合
わせて、本発明（第２の主要な実施形態）による含有量の範囲内のクロム、コバルトなら
びにセレンおよび／またはニッケルの添加により、赤外線領域において透過を非常に有意
に増加させながら（非常に増加したＴＩＲ４または非常に低いμ）、ＴＬおよび色に関し
て従来技術からの暗灰色ガラスに高度に匹敵する暗灰色ガラスシートを得ることが可能で
あることが示される。
【０１１７】
組合せ３
　実施例７および８は、本発明によるガラスシートに対応した。実施例９（比較例）は、
高い鉄含有量を有する従来技術からの着色ガラス（「Ｐｌａｎｉｂｅｌ　Ｂｒｏｎｚｅ」
の名称で販売される青銅色ガラス）に対応する。本発明による組成のそれぞれの実施例７
および８は、比較例９の青銅色ガラス（市場に提供されたガラス）に類似の比色パラメー
タ（ａ＊ｂ＊）の値および光透過（ＴＬＤ４）の値を達成するが、赤外線の透過（ＴＩＲ
４）を最大化するように最適化された。
【０１１８】
　表３は、実施例７および８に関して計算され、そして比較例９に関して測定された光学
特性、ならびに鉄、クロム、コバルト、セレンおよびニッケルのそれぞれの量を提示する
。
【０１１９】
　図３（ａ）は、本発明による実施例７および８ならびに従来技術による実施例９（「Ｐ
ｌａｎｉｂｅｌ　Ｂｒｏｎｚｅ」青銅色ガラス）の２９０～２５００ｎｍ（したがって、
可視および近赤外領域を含む）の全く同一のガラス厚さに対する透過の曲線を示す。図３
（ｂ）は、４００～１２５０ｎｍの波長の図３（ａ）の拡大を示す。
【０１２０】
【表３】

【０１２１】
　得られた結果（図３および表３を参照のこと）によると、低い鉄含有量と組み合わせて
、本発明（第２の主要な実施形態）による含有量の範囲内のクロム、コバルトならびにセ
レンおよび／またはニッケルの添加により、赤外線領域において透過を非常に有意に増加
させながら（非常に増加したＴＩＲ４または非常に低いμ）、ＴＬおよび色に関して市販
の青銅色ガラスに高度に匹敵する青銅色ガラスシートを得ることが可能であることが示さ
れる。
【０１２２】
組合せ４
　実施例１０は、本発明によるガラスシートに対応した。実施例１１（比較例）は、高い
鉄含有量を有する従来技術からの着色ガラス（「Ｏｐｔｉｇｒｅｙ」の名称で販売される
淡灰色ガラス）に対応する。本発明による組成の実施例１０は、比較例１０の淡灰色ガラ
ス（市場に提供されたガラス）に類似の比色パラメータ（ａ＊ｂ＊）の値および光透過（
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た。
【０１２３】
　表４は、実施例１０に関して計算され、そして実施例１１に関して測定された光学特性
、ならびに鉄、クロム、コバルトおよびセレンのそれぞれの量を提示する。
【０１２４】
　図４（ａ）は、本発明による実施例１０および従来技術による実施例１１（「Ｏｐｔｉ
ｇｒｅｙ」淡灰色ガラス）の２９０～２５００ｎｍ（したがって、可視および近赤外領域
を含む）の全く同一のガラス厚さに対する透過の曲線を示す。図４（ｂ）は、４００～１
２５０ｎｍの波長の図４（ａ）の拡大を示す。
【０１２５】
【表４】

【０１２６】
　得られた結果（図４および表４を参照のこと）によると、低い鉄含有量と組み合わせて
、本発明（第２の主要な実施形態）による含有量の範囲内のクロム、コバルトおよびセレ
ンの添加により、赤外線領域において透過を非常に有意に増加させながら（非常に増加し
たＴＩＲ４または非常に低いμ）、ＴＬに関して市販の淡灰色ガラスに高度に匹敵するが
、美的により中性である淡灰色ガラスシートを得ることが可能であることが示される。
【０１２７】
組合せ５
　実施例１２および１３は、本発明による着色ガラスシートに対応した。実施例１４（比
較例）は、従来技術からの透明ガラス（「Ｐｌａｎｉｂｅｌ　ｃｌｅａｒ」の名称で販売
される透明ガラス）に対応する。
【０１２８】
　表５は、実施例１２～１４に関して測定された光学特性、ならびに鉄、クロム、コバル
トおよびセレンのそれぞれの量を提示する。
【０１２９】
　図５（ａ）は、本発明による実施例１２～１３ならびに従来技術による実施例１４（透
明ガラス）の２９０～２５００ｎｍ（したがって、可視および近赤外領域を含む）の全く
同一のガラス厚さに対する透過の曲線を示す。図５（ｂ）は、４００～１２５０ｎｍの波
長の図５（ａ）の拡大を示す。
【０１３０】
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【表５】

【０１３１】
　得られた結果（図５および表５を参照のこと）によると、低い鉄含有量と組み合わせて
、本発明による含有量の範囲内のクロム、コバルトおよびセレンの添加により、（対応す
る従来技術からの着色ガラスに関してであるが、従来技術からの透明ガラス、実施例１４
との比較においても）赤外線領域において透過をより有意に増加させながら、市販の灰色
ガラスに高度に匹敵する（より低いＴＬを有する）着色ガラスシートを得ることが可能で
あることが示される。
【０１３２】
　さらに、本発明による実施例１２および１３の着色ガラスシートは、従来技術からの透
明ガラス（実施例１４）のものよりも低いＩＲ領域における吸収係数を示す。

【図１】 【図２】
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